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第 5 章は結論で，第 2 章から第 4 章までの結果を要約し，今後に残された問題を指摘している。
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付録 I においては，平面体の内部または境界において集中モーメントが作用する場合の作用点近く
の応力を考察している。
付録E においては，平面体に集中偶力が作用する応力解を利用して，集中モーメントが作用する場
合の応力解を求める方法を示している。
付録皿においては， Airyの応力関数と複素ポテンシャルとの関係，および直角座標と極座標におけ
る個々の応力関数に対する応力成分，変位成分を表にしている。
論文の審査結果の要旨
本論文は，二種類または三種類の弾性材料の組合せからなる複合平面体の二次元弾性問題について，
Airyの応、力関数または複素ポテンシャルを用いて数多くの理論解を求めたものである。取り扱われて
いる複合体の形状と荷重の加わり方は，いずれも基本的なものであり，ここに得られた解は機械設計
の基礎的な資料として有用なものである。
さらに本論文では， Airyの応力関数と複素ポテンシャルの表を整備しているが，これらは今後未解
決の二次元弾性問題の理論解を得る場合に有用なものといえる。
以上のように，本論文は複合弾性体の二次元問題について多くの理論解を示すとともに，一般の二
次元弾性問題を解くための有用な関数表をまとめたもので，弾性学と機械設計学の発展に寄与すると
ころが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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